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京
み や こ

まなびミーティング㉖ 

～古典の祭典 ２０１９～ 

「能楽へのいざない～片山九郎右衛門が語る能の世界～」 

 

 

 

 

日 時 ： 令和元年１１月１日（金） １４時３０分～１６時  

場 所 ： 京都市生涯学習総合センター（京都アスニー） 

講 師 ： 片山
かたやま

九郎右
く ろ う

衛
え

門
もん

 委員（観世流能楽師） 

 

 

 

 

 

能楽観世流シテ方 片山九郎右衛門でございます。 

千 玄室大宗匠をはじめ，たくさんの方がいらっしゃっ

て圧倒されていますが，どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

今日は『敦
あつ

盛
もり

』というのを中心にご覧いただこうと思

っておりますけれども，１５分ほど前説をさせていた

だきます。 

能というのは，今日お集まりの皆さん方は，多分社会

科とか国語の教科書に出てきたことでご存じかもしれ

ません。教科書等では世阿弥
ぜ あ み

・観阿弥
か ん あ み

という親子が室町

時代の前半に，丁度今から６５０年ぐらい前に能とい

うのを大成したんだ，と非常に断定的に説明をされて

いると思います。ですが，能というのは６５０年前，室

町時代にぽんっと現れたわけではありません。室町時

代までのいろんな芸能の良さを吸収しつつ，発展させ

たり，もしくはカットされたりしたものが混じってい

ると思います。 

６５０年前に世阿弥・観阿弥という親子が「複式
ふくしき

夢幻
む げ ん

能
のう

」を始めました。例えば一番よくありがちなのが，ワ

キのお坊さんが，ゆかりの地に足を運ぶ。そうすると里

の者がやってきて，その土地の出来事，例えば源平の合

戦の有様を語り，最後に「実は自分が（その霊である）

…」と言いおいて前半が終わる。後半はお坊さんの夢枕

の中で，自分の在りし日の出来事，成してきたことの

罪，人間ですから生きているといろんなことが罪にな

ります。そのことを懺悔の気持ちでお坊さんに物語っ

ていく中で，一つ慰めを得て，帰って行く。このような

スタイルができ上がったのが世阿弥・観阿弥の功績だ

と思っていただけたら一番，わかりやすいと思います。 

 

●演目『敦盛』について 

さて，今日の『敦盛』ですが，『平家物語』は皆さん

よく御存じかと思いますが，その中で『敦盛の最期』と

いうのがあります。一ノ谷の戦の中で多くの平家の武

将が討たれ，その後の屋島・壇ノ浦で，平家は日本史上，

類を見ないような，一門としての最期を遂げてしまう

わけです。こんな戦はなかなか国内では他には無いと

思いますが，そういう最期を迎えてしまう。平家が栄え

た約２０年間，象徴するかの出来事が幾つかあります

が，その一つに，「無官大夫の敦盛が１６歳で初陣し，

そして討たれていく」というシーンを能にしたものが

あります。敦盛は笛の名手であったとされまして，上皇

から敦盛のおじいさんにあたる忠盛に預け下された笛

古典の日記念事業 「古典の祭典 ２０１９」 

１１月１日の「古典の日」を中心に，記念講演・伝統芸能の公演など多彩な事業により，気軽に古典に親し

んでいただけるよう「古典の祭典」が京都アスニーで毎年開催されています。 

京都市社会教育委員が学校や地域に出向き，特別授業などを行う「京
みやこ

まなびミーティング」。 

第２６回目となる今回は，片山九郎右衛門委員が，古典の日記念事業「古典の祭典２０１９」とタイアッ

プして，「能楽へのいざない～片山九郎右衛門が語る能の世界～」というテーマで講演をされました。普段な

かなか触れることのできない能について，その魅力を，実演を交えてわかりやすくお話いただきました。 

講演は，京まなびネット 
「動画で学ぶ」コーナー
で視聴できるよ。 

http://miyakomanabi.jp/movie/?act=list&keyword=%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E6%95%99%E8%82%B2%E5%A7%94%E5%93%A1&key_word.x=44&key_word.y=23
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を大事に持って戦場に行ったとされています。敦盛は

平家の一門同様，一ノ谷の戦から逃れて四国に渡る船

に乗ろうとする時に，熊谷
くまがいの

次郎
じ ろ う

直
なお

実
ざね

という人の「敵に

後ろを見せるのは卑怯なり」という言葉に振り向いて，

結局，討たれてしまうという最期を迎えます。 

この能の中では，珍しくワキのお坊さんが名のある

人です。熊谷次郎直実が出家をし，蓮生
れんせい

法師
ほうし

という名

前になって，今一度，在りし日の戦をした一ノ谷に赴

き，敦盛の霊を慰めようと思い立って，野を越え，山を

越えやって来る。そこで草刈りの男たちに出会った中

に敦盛がいた，敦盛の霊がいたんだということが前半

の設定です。 

 前半と後半の中ほどに「間狂言
あいきょうげん

」というのがあり，

これは狂言の役者がワキの見聞きしたこととはちょっ

と違う角度で，自分たちが伝え聞いている歴史を物語

るという場面があります。それにより一層，日，時間の

流れというものをはっきりわかっていただく。狂言は

室町の口語体ですので，文語体の能の文章よりもわか

りやすいです。間狂言でかみ砕いた話を聞いていただ

きます。 

敦盛の人となりと熊谷次郎直実という人が討ったん

だということを聞き，里の者が「本当にひどいことをす

る」と思って受け入れている。それを蓮生法師がじーっ

と聞いているというシーンが印象的にあります。「熊谷

次郎直実がやってきたら里の者皆で討ち殺してくれる」

ということを言われた時に，蓮生法師が「（熊谷次郎直

実というのは）実は私でございます」と告げる。 

そういう話が中ほどにあり，後半は敦盛の霊が熊谷

次郎直実の夢枕元に立って，平家の合戦で，熊谷次郎直

実が見聞きしていない部分も含めて物語るということ

です。 

 須磨寺という所に行きますと，遺跡と言うか，お話が

濃厚に残っています。そこで私達が一番びっくりする

のは，須磨寺に「青葉の笛」という笛が敦盛の所蔵の品

として展示されているのですが，これは，いわば偽物で

す。「青葉の笛」というのは存在せず，能の中で「青葉

の笛と思ってください」というセリフがあります。実際

には「蝉
せみ

折
おれ

」とか「小枝
さ え だ

」とかいう笛の名前が伝承され

ているのですが，それがいつしか能の言葉の中の「青葉

の笛」というのが笛の名前になって，実体として出てく

ることがある意味，能に携わる私達は喜ばないといけ

ないのかもしれないなと思います。 

 物語の中の世界をご覧になる方，やる者が等しく，

「その日一日」，「その日ある出来事」として居合わせて

いただくことで，「人の想い」が時空を超えてやってく

る。それが，何かを問いかけて，トーキングするという

ことが芝居の本義であるとすると，能は一番それを大

事にしています。 

物語を信じてもらえれば信じてもらうほど，何か形

を帯びないものが形を帯びて，自分の心の中にでき上

がっていく。能はそういうふうな構造になっていると

思ってください。 

今日は二部で，フルセットで囃子方
はやしかた

，地謡
じうたい

，ワキを整

えてやるわけにはいきませんけれども，思い浮かべて

ください。能舞台の中には地謡という８人の語り部で，

斉唱のように，歌と語りの間のような表現で１曲のス

トーリーを紡いでいきます。 

ワキというのはある意味，お客様に一番近い存在か

もしれません。「聞き手」，「慰め役」です。シテは何の

為に出てくるか。何百年も澱
おり

のように溜まった自分の

想いを聞いて欲しくてやってくる。亡者というのは，何

かを聞いてもらうことで慰められて，また次の１００

年，眠りにつける。そういうものが次々とタイムパラド

ックスのようにやってくるというのが芝居であり，能

であります。 

ワキのお坊さんは「なぜ，どうして」ということを舞

台の上で皆様方の代わりに聞いていると思っていただ

いて。ワキというのは「ワキ座」といって，舞台右端に

だいたい居る位置が決まっています。背中の後ろに背

負っている柱まで「ワキ柱」という名前があり，あまり

動かないんです。それだけじーっと「視座」というか，

見る場所というか，そこから全体を俯瞰して，聞いて，

そして慰めてやるという視点で皆様も入っていただく

と一番，舞台に参加していただきやすいと思います。 

芝居というのは，能も含めて，「見ていただく，理解

していただく」というよりは「参加していただく」一種

のお祭りなんだと思っていただければありがたいです。 

もう１つついでに言いますと，そもそもなぜ，敦盛が

持っていた笛のように，そういう大事な楽器が宮中か

ら預けられていったか。そういったことは他にもあり，

曲目の中の『経
つね

政
まさ

』ですと，琵琶の名手だった人に預け

られました。これは宮中に傅役
もりやく

という制度があったら

しいのですが，当時は今のように正倉院も発達せず，美

術館や博物館も無い時代なので，大事な楽器が戦禍に

巻き込まれることをすごく心配していました。そこで，

使いながら守っていく傅役という制度ができた。その
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中で敦盛や経政が居たんだということを覚えていただ

けるとありがたいです。 

 二部の説明を少ししますと，シテの分
わけ

林道
ばやしみち

治
はる

が平敦

盛の霊です。地謡を私，片山九郎右衛門と橋本
はしもと

忠樹
た だ き

が務

めさせていただいています。『敦盛』の後半部分，義経

がまさに「 鵯
ひよどり

越
ごえ

の逆落し」で平家を攻め落とそうとし

て待っている。その時にちょうど平家一門はこれが最

後になるかもしれないという思いを込めて酒宴を開く

のです。その時の笛を務めている敦盛の気持ちから語

られる戦の様子を，ワキのお坊さん，熊谷次郎直実（蓮

生法師）に見せている。これから，１５分ほどお付き合

いいただきたいと思います。 

（実演） 

 

ありがとうございました。どういうことをやってい

たかというと，能の場合，本曲，フルセットですと，勿

論「前シテ」，「間狂言」があります。その後の場面，蓮

生法師が念仏を唱えて夢うつつの中に落ち込んでいく

時に，後シテ登場の音楽，囃子，「一声
いっせい

」と言うのです

が，それで導かれて戦装束に身を包んだ先ほどの敦盛

が出てきます。そして「淡路
あ わ じ

潟
がた

…」と謡い出し，「そも

そもなぜ自分はここに漂っているかと思うと，一番思

いを濃くした土地というものに自分は離れられずに居

る。あなたのお弔いのおかげでずいぶん慰められたが，

とはいうもののやっぱり命のやりとりをした相手だか

ら，なかなかの事では想い，恨みを消し去ることはでき

ない。もう一声，成仏させてもらうために，自分も懺悔

の話をするから弔ってほしい」とうんぬんかんぬんあ

り，そして，今，先ほどのシテが歌いながら出てきまし

た。 

在りし日の，滅びる前，前日の城の中の様子から謡い

始めて，中ほどのクライマックスで笛の舞が始まりま

す。それは在りし日の自分達，一門の最後の終焉のあり

さまを現すと共に，源氏方がなだれ込んで来て，皆，散

り散りになっていく様子を後半でなんとなく感じられ

るような舞の構成になっています。 

本来の舞は少し意味が違い，私達がやっている舞と

いうのは，それ自体はあまり意味が無いものが多いん

ですね。日常の動作，そして笛の表情も結局，感動的と

言いながら全部で何かを具体的に表現するのではなく，

感動の波みたいな波長を作っていく。その中にお客様

が，舞の始まる前と終わった後で，この間に挟まる想い

を，広げていっていただいている。そういう時間を「舞

に委ねてください。シテの動きに委ねてください。」と

いう時間だと思っていただくことが説明として過もな

く不足もなくだと思います。 

 

●能のジャンル 

 能のジャンルは，後に分けたものですが，大別して

５つ「初番」，「二番」，「三番」，「四番」，「五番」。こ

れは江戸時代には決まっていました。セレモニーのよ

うな，１日のプログラムとしてやる時，最初に「能に

して，能にあらず」という儀式的な「翁
おきな

」というも

のをします。その後に「初番」，「二番」，「三番」，「四

番」，「五番」と並べるためにジャンルに分けたので

す。「神
しん

」，「男
なん

」，「女
にょ

」，「狂
きょう

」，「鬼
き

」という言い方も

あります。 

初番ものが神様の奉祝の曲目。二番目が「修羅物
しゅらもの

」

といって，今日のような，戦に関わった源平の武将が

落ちる地獄，修羅地獄に落ちた人たちが，何を感じ

て，何を喜びとしてあの時期を生き，何を訴えようと

しているかということが語られて，最後に慰められて

帰っていく，という「複式夢幻能」が多いです。代表

曲が『敦盛』や『八島』です。 

江戸時代には無理やり，「勝
かち

修羅
じ ゅ ら

」，「負
まけ

修羅
じ ゅ ら

」の二

つに分けられてしまいますが，元々，作者はそういう



4 

 

分け方はしていません。善悪，勝ち負け関係なしに，

戦に関ったものは必ず修羅地獄に落ちるんだというの

が当時の人の考え方でした。ですが，江戸時代に祝言

の時などの「修羅物」において，源氏方が「勝修

羅」，平家方が「負修羅」というふうにわけてしまっ

たんですが，これは後年の作品です。 

『敦盛』はその「修羅物」の中に入っているのです

が，ちょっと変わっているのは，「修羅物」というの

は舞をあまり舞いません。その代わりに「カケリ」，

地獄の責め苦に自分が追い立てられている，というシ

ーンをテンポのいい囃子事を舞の代わりに入れて，後

半に繋がっていくのがパターンです。今日の『敦盛』

はそういう意味では何もかもが破格で，１６歳，女
おんな

姿
すがた

と見紛う美しさを舞台に上げたいという目的で作

られたようです。 

実際，最初の頃に使っていた能面は女面であったと

言われています。当時から，ユニセックスな魅力を見

せたいということも，『敦盛』の中には入っていたと

いうことを知っていただければと思います。 

 また，能の中にはいろんな宗教に関わるものが入っ

ているんですが，それは当時，いろんな宗教団体が庇護

者になっているからです。そういう背景で作られてい

くことが多いのですが，「作者はずるいな」と思うのは，

そう言いながらも自分の言いたいことを通してしまっ

ていて，一応，「何の宗派，お寺にスポンサーになって

頂いて作ったんだな」と分かりそうなものもあるんで

すが，曲目の想いはそういうところから離れています。

「いかにして慰められるか」それにかかって曲目がで

きているのをご理解いただければと思います。 

 

●能の歴史 

 簡単な能の歴史と，私どもの片山という家が京都で

どういうふうにして能を繋いできたかということをお

話します。まず，能は京都でできたと思われている方が

多いですが，京都で能が爆発的に流行っていくきっか

けを作った世阿弥・観阿弥は，醍醐寺清瀧であるとか，

今熊野とかで足利将軍に見いだされ，大きなパトロン

を得て中央に出てくるんですが。能は各地にありまし

た。 

特に強かったのが奈良。興福寺とかいろんな社寺の

バックアップが必要で，祭礼として興行をする権利と

いうのがあったので，神社仏閣を背景にする場合が多

くあります。なにせそこには舞殿とかあったりして，す

ぐにやれる環境があるわけです。他は滋賀とか，各地に

あります。つまり，今の民俗芸能があちこちにあるのと

なんら変わらないと思います。 

そこに鬼の能，物真似を主体とする大和系統の能，そ

の当時は「猿楽
さるがく

」あるいは「田楽
でんがく

」と言っていたわけで

すけれども，それに，音楽系統に強い近江の猿楽などの

良さを加え「複式夢幻能」というスタイルを作って，能

が現在に至ります。 

現在に至るまで，能は２千曲ぐらい作られては消え

ていました。現在まで残っているのは大体２１５曲な

のですが，今もまだ作られ続けています。現実に生き抜

いている芸能だと言うことを知っていだけたらと思い

ます。 

 

●能面 

一番見てわかる特徴は，能面という独特の仮面を着

用して演じる芝居だということです。元々，伝統芸能に

は，ヨーロッパなどでもそうですが，仮面をつけて，何

かに憑依されて，何かが憑依して舞い出すというのが

出自のものは多いです。面をつけると，やはり不自由で

す。例えばこういう狭い所でしたら，演者は舞台から落

ちるのではないかなと半分思いながら，やることが多

いです。めったに落ちないんですが…。そういう，想い

を届けると言いながら，自分の想いを相手に向けてい

るかを含めて，結構，制約が多いです。その代わり，仮

面の面白さというのは，「何かの顔にすげ替える」だけ

と思われる方が多いのですが，顔を隠すと全然違うキ

ャラクターが飛び出します。 

往々にして能面の場合はコケティッシュに見えます

ね。そして，顔を隠すと自分と全然違う人格のようなも

のが出てくるという発見が，どこかの時点で能面を作

る人も気付いていると思います。古い時代の女面です

と，わりとリアルな顔をしている能面があります。現実

にいらっしゃる女性の顔とか。男面は今でもそれが多

いんですけれども，女面は必要のあるところはデフォ

ルメして，必要のないところの線を削っていくことで，

舞台上でいろんな人格が生み出てくるということを目

指しているような気がします。それが能面というもの

だと思っていただければと思います。 

後年に出来てきたジャンルは，次々にメイクに移っ

ていくことを，みなさん目の当たりになさっていると

思いますが，今でも面を大切にしているのは能楽師か

なと思います。 
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他の国の仮面と一番違うのは，サイズが小さいこと。

顎の部分が役者本来の肉体が一部分露出しているとい

うことが一つの特徴かなと。雅楽面や伎楽面と比べる

とはっきりわかります。 

こちらは自分の持って生まれたパーソナリティとの

出会いの中で作り上げる。ひいてはお客様も入ってい

ただいて，人格を作っていくということに腐心してい

ます。一つ目の能面の説明はこういったところです。 

 

●囃子の音楽構造 

 二つ目は「囃子」の音楽構造です。「笛」，「小鼓
こつづみ

」，

「大鼓
おおつづみ

」，「太鼓」。これは音楽と言い切ってよいのかな，

ということがあります。実は，声だと思っていただきた

い。芝居にかかってくる魂の叫びみたいなものを地謡，

シテ，ワキ，皆で作り出して，「想いの形」を出してい

くのが能という芝居です。ですから，笛の構造にしても

そうです。 

能管というのは大体，雅楽の楽器を元にしてできて

いるのは間違いないと思います。雅楽の楽器との違い

は，能管にはもう一つ中に筒がしこまれています。これ

はターボエンジンのようなもので，息を強く吹き込む

と圧縮された空気がぎゅっと締まってその瞬間に「ヒ

シギ」というとんでもなく高く強い音を出す。その変わ

りに音を犠牲にしています。ドレミファソラシドとい

うのは出ない。 

能管は，１管ごとに音が違うので，「連管」といって

何人かが合奏するというのを，たまに笛の会でやって

いますが，とても居心地の悪い思いをする。「オヒャイ

ヒョーイーヒャーリウヒー」というのがあれば，「オヒ

ャイヒョーイーヒャーリウヒー」（高い感じ）のような

人もいたり。でもそれがある意味，非常に高い音から，

アルトサックスで聞こえるような，人間の声に近い低

い音が出てきた時に，「言葉に聞こえてくる」というこ

とが捨てがたかったのかなと思います。 

 

●鼓 

鼓という楽器も掛け声をかけます。そして音をわざ

と低くしたり外したりすることがある。「大皮
おおかわ

（大

鼓）」は世界一，痛い楽器だと思います。モロッコか

どこかの方々とユネスコの登録の時に一緒になったの

ですが「どうやって打つのか，バチか何かは無いの

か」のようなことを言っているのですが「ないない」

と答えると，でも「打ってみたい」ということで，打

たせたんです。そうしたら「アー！」と痛がって，

「Mostなんとか…」と言っていたので多分「世界で

一番痛い楽器」と言っていたんじゃないかと思いま

す。（笑） 

そして，特徴のある持ち方をします。能の舞台には

「本舞台」という，縦の板が張ってあるところがあり

ます。その後ろに「横板」があり，その境目がありま

すが，そこから楽器だけ本舞台の中に入れる。これが

こだわりです。楽器だけ半分，役者と一緒に入ってい

るというその位置は，まさに「囃子方」，「囃す」とい

う事に関わってきます。 

かなり高度な音楽構成，技術を持っているのです

が，囃子というのは同じ楽器を扱う長唄と比べて私は

音楽ではないと思うんです。自信と，ある自負を持っ

て，やっぱりみんな「純粋な音楽ではない」と言うの

です。音楽ではない，役者，そして声なんです。時と

して，アンサンブルをわざと外して「どうなっている

んや！？」とか「がんばれよ！」とか，慰めたりと

か，いろんな声に聞こえる。 

太鼓も含めて全部が必ず揃うとは限りません。指揮

者もいません。謡を根にして，みんなでリズムを作っ

ている。その一つずつが声なので，時としては，異を

唱える人も出てきます。そういう不思議な感じです。 

「太鼓」は，これはとっておきの，シテが神様の時

だけに打ち込む，そういう楽器が太鼓です。太鼓は能

が「神事芸能」であることとして大事で，昔は，太鼓

の胴だけが金覆
きんぶく

輪
りん

だったと言われています。これは，

雨を降らせる「農耕儀礼」の中では，太鼓は雷に直結

する楽器ということで置かれていた節があって，それ

だけ大事にされていた。大事にするからこそクライマ

ックスのシーンにのみしか打たないということがあり

ます。 

 

●謡 

三つ目の特徴は「謡
うたい

」です。これから実はみなさん

に体験してもらいたいと思っているのですが。普段，家

であまりこういう，がなりたてるような歌を歌われる

ことはないと思うのですが，歌というより言葉であり，

語りです。 

地謡は８人いますが，同じ声の高さの人が並んでい

るわけではないのです。１つのテーマに対して１人が

言っているのではなくて，複数人の声がそう言ってい

るんだ，という説得力を地謡が作ってきたために，声の
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違ういろんな人を集めて，方向性を合わせていく。そう

いう謡というものが持っている独特の特徴を活かしつ

つ作っていく，というのが能の全体としての特徴と思

っていただけると幸いです。 

 

●観世流 片山家の歴史 

最後に，片山家は，元々は丹波の出身だと言われてい

ます。現在，江戸時代に一番新しくできたと言われてい

る喜多流も含めて，「勧
かん

世
ぜ

」，「宝生
ほうしょう

」，「金剛
こんごう

」，「金春
こんぱる

」，

「喜多
き た

」の５流あります。ところが実は丹波には「矢田

座」というのもあったり，いろんなところに，政府公認

の座，幕府公認の座という以外で能をやっている団体

がいくつもあったんです。それが公の団体になってい

ないというだけです。 

片山家は丹波の方の出身なんですが，京都に出てき

たのが元禄のちょっと前ぐらいで，桃薗小学校（現西陣

中央小学校）の中に今も勧世屋敷跡があり，稲荷，「観

世井」というのがあります。そこの御守りをしていただ

いているのが，実名を出して恐縮ですが，鶴屋吉信さん

で，そこに「京観世」というお菓子があります。観世井

に湧いた波紋を写した「観世水」という意匠を私たちは

扇の柄にしているのですが，その意匠をお菓子に使っ

ていただいたりもしています。 

そこが家で，そこの支配人みたいなものをしながら，

役者をしていたのが片山家初代です。二代目は江戸に

上がりました。二代目が一番長生きしていろんなこと

も残したのですが，２００番くらいある，その当時の曲

目の演出メモを作りました。それがその後の人生で意

外なところで役に立つことになります。 

観世宗家の十五代，観世
かんぜ

元章
もとあきら

という方が国学に目覚

めた方で，日本の言葉だけではなく漢語で並べられた

ような能のセリフ，文章を全部和風に改める，「明和の

改正」というのですが，２００番全部を変えてしまった

んですね。これは相当な混乱が起こったようです。今ま

で自分たちがそらんじていた言葉とかセリフが全部変

わってしまったのですから，大変な事だったのでしょ

う。よほど不評だったのか，その方が亡くなって２週間

で元に戻ってしまいました。 

その「明和の改正」に関わって片山家の先祖が残して

いた演出メモというのが，その後役に立って，もう一回

戻すという時に使われたと言われています。 

その時分から，宗家が江戸に行ってからも，関西で重

きをなすことができたと言われています。後年，ずっと

代が下りまして私で１０人目なんですが，六代の時に

江戸時代の幕末，蛤御門の変で私たちの舞台も焼失し

て，いろんなものが焼けだされてしまいました。 

それから京都の文化シーンというのは，能も含めて，

一旦ぽしゃってしまったと言っていいくらい，完膚な

きまでになってしまいます。その直前ぐらいが，江戸の

残り香の，一番の華で，うちの家では，自分のところに

だけ許されるような演目や特殊演出もいろいろあった

のですが，その当時の記録の大半を失ってしまいまし

た。 

その後何年かして，明治の御世を見て，明治１５，１

６年までは全然ダメでしたが，だんだん復興していき

ます。明治天皇の御妃（昭憲皇太后）のお声が掛かりや

なんやかんやで宮中に能楽殿ができるようになって，

能楽の復興が始まります。それまではずいぶん，しんど

かったようですが，ようやく復興した。 

その当時に，うちは「京舞」の井上流と親類になりま

した。以来，百何十年，井上八千代さんのお家と代を経

ながら同じ屋根の下で暮らしてきまして。今の五世家

元井上八千代は私の姉です。８歳ぐらい離れているの

で，姉の娘と３人で歩いていますと私が姉の娘の安寿

子と兄妹と間違われまして，姉のほうが母だと思われ

ていました。もう故人になられましたが，月桂冠の前の

大倉さんは「こないだお宅のお母さんとな…」とよく言

われ，私も訂正しませんでしたら，後から姉に怒られま

した。「大倉さん，私の弟でございます」と。 

そういう，異なるジャンルを抱えながら，ずっと片山

家をつないできました。井上流の特徴のなかにも能の

特徴が入っているし，つかず離れずでお互いの役目を

守りながら，家をずっと守ってきています。 

祇園のはずれ，新門前通というところに私どもの舞

台があります。今では，個人で持っているには限界があ
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るということで，永年保存するために法人に変わりま

したが，舞台をそのまま活用して保存しています。 

そこでは今でも，能の稽古が始まったと思ったら，舞

妓さんの練習が始まったりします。以前には，昨日の晩

まで一緒に飲んでいた芸妓さんが翌朝早くから怒られ

ている声を聞いて，びっくりして起きたりすることも

ありました。 

そういう特殊な環境に育ちながらも，芸事の位置，近

くに居れば居るほど「舞」と「能」の違いはなんなのか

な，そういうことを思います。能は京舞と非常に近いの

ですが，絶対に違うジャンルです。舞が能の全部ではあ

りません。舞は能の核心部分になるのですが，舞踊とは

違う，ということをなんとなしに掴めたのも一緒に居

るからこそかなと，そういうことを思います。 

ただ，男でも女でも結局は変わらない。役者を目指し

たり，舞踊家を目指したり，稽古が始まると性別，年齢

関係なく怒られるということです。それをそれぞれが

目の当たりにできたのは良かったかなと思います。 

 

●演目『高砂』について 

『高砂』の謡というのは祝言の要素が一番，たくさん

集まっています。祝言の言葉を探そうと思ったら『高

砂』という曲目を探し出したらいいというくらい。な

ぜ，一番祝言になっているかというと，松が変わらぬ色

で千年以上の命を持つということと，和歌が関わって

きます。和歌の世界の中で，室町時代にトピックスだっ

たのが「高砂 住吉
すみのえ

の松も相生のように覚え」という一

文で，ここから能の『高砂』という曲目ができています。 

『高砂』は，おおらかな歌いぶりの『万葉集』が高砂

の松，新しい歌い方，技巧的な歌い方の『古今和歌集』

が住の江の松，そういう技術とおおらかさが相まって

これからも先も歌の世界がどんどん繋がって行くんだ

と願いを込めた能です。命，行く末を長く持っていけ

る，ここが一番，祝言の元となっている部分です。 

そして，今日，謡うところは，結婚式などでよく謡わ

れている「高砂やこの浦船に帆を上げて」というところ

です。皆さん，騙されたと思って１行ずつ，紙を持って

紙に向かってではなくて，頭の体操で一行ずつ覚えて

謡ってみてくれませんか？ 

 

 

 

 

 

高砂や この浦舟に 帆を上げて 

この浦舟に帆を上げて 

月もろともに 出
いで

汐
しお

の 

波の淡路の島影や 遠く鳴尾の沖過ぎて 

はや住吉
すみのえ

に 着きにけり 

はや住吉に 着きにけり 

 

 やってみたら，意外とできるものです。頭はいらない

のです。言葉の意味もいらないのです。祝言というのは

気持ちです。後から言葉に出会う方が，もっとニュアン

スが膨らみます。 

これは子どもに対する教え方なんですが。うちの息

子は漢字とかがまだわからなかった時，１行ずつ復唱

するこの教え方をすると一番，正確に伝わります。これ

が稽古の仕方というもので，その代わり，テキストを与

えないんです。「3回謡ったらセリフを覚えろ」という

のをルールとした。「そんなの僕でもできひん」と思っ

たのですが，そういう教え方があるもので，子どもにや

ってみたんです。人間というのは，やったらなんとかな

るもんですね。「意味は？」と聞かれたら息子は「そん

なん知らん」と言っていましたけど。（笑） 

なんとなく実際に舞台で演能していく中で，他の人

たちのニュアンスを汲み取るいろんなセンサーがあり

ます。子どもはサラですから忘れる必要がない。 

そういう感じで乾いた紙に水を吸わせるように教え

ていくというのが，もともとの謡の教え方です。だか

ら，本をいかに離すか。そうすると，今のようにできま

す。また１回どこかでやってみたいと思いますが，上々

の成果ということで締めくくらせていただきます。あ

りがとうございます。 

 

●能装束，能面の解説 
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 能に使う一番豪華な衣装は，刺繍物の「縫
ほう

箔
はく

」，ある

いは「唐織
からおり

」。錦の女
おんな

衣装
いしょう

を総称して唐織，「厚板
あついた

」と

私たちは申しておりますが，今日，持ってきているのは

縫
ほう

箔
はく

です。 

私のように非専門家が西陣に近いところで，織物の

ことを言うのもなんなんですが，絹枠のような機械に，

染めてある縦糸を張って，今ですと「ジャカード」です

が，昔ですと「空引機
そらびきばた

」。よくあんな西陣の暗い所で，

天窓だけを頼り紋紙に合わせて糸をひっぱりながら１

本ずつ，とても無理やなと，いつも思うのですが。 

今はジャカードになったと言えど，手作業が中心で

すから大変なことと思いますが，１本ずつ綺麗な模様

が出てきます。ジャカードと空引の違いは，最近までは

物の大きさに反映していました。どうしても模様が大

きければ大きいほど代がかかってくるというのもあっ

たのか，シャガードは割に細かい物の返しが多いんで

すが，空引の時代，江戸の名品は大きなうねりの模様

が，ちょっとずつ調整されつつ織られているというの

が特徴かなと思います。 

今でも，良い装束というのは，唐織の場合はルーペで

見ると糸が真っ直ぐ走り続けているというのがすごい

なと思うことがあります。今日は『敦盛』の衣装という

ことで縫箔を一般の方に着付けさせていただきながら

説明します。 

 

●能装束の種類 

まず能衣装を着る前に，本来だと，綿入りの「胴着」

というものを着ます。膝丈ぐらいの物なんですが，これ

は裾がさばきやすいように膝のところで割れていて，

袖も，普通の袖だといろんな所作をする時に邪魔にな

るので切ってあります。 

袴と上着を自分の体の特徴よりもちょっとファジー

に着れるように調整します。ちゃんと腰に合わせて着

ると，「大口（袴）」，「長絹
ちょうけん

」の案分が変わります。あ

る人は極端に足が短くなりますし，ある人は極端に長

い袴を履かないといけないことになるので，調節が効

くようにしています。 

今日は胴着を飛ばしますが，その上に「襟」というも

のがあります。皆さんの着物ですと襦袢に襟が１つず

つ縫ってあると思いますが，それが，いろんな色に差替

えができるようになっています。基本は２枚の襟をつ

けるのが大前提なんですが，着付けの都合で１枚にす

ることがあります。 

あるいは「中入り」といって，早変わりをしないとい

けない時には，台のついていない襟だけのものを挟ん

で隠しておいて，それを抜いたりする場合もあります。 

 

この縫箔は「半着付」といって，袴を履く時専用に模

様も節約してあります。これが大名道具だと全然見て

もらえないところまでびっしりと刺繍が施されている

ものもあります。それは家にもたくさんありますが，使

い続けると痛んでくるので，絶対に使わないところの

縫いを外して，天地を替えます。これは私どものところ

だけではなく，京都国立博物館に入っているようなも

のでも，天地替えで仕立替えに使っているのもありま

す。 

今のこの仕立ての形になってきたのは結構近代で，

江戸中期ぐらいまでの装束の形，仕立ての形というの

は今と違います。「砧型(きぬたがた)」という，ウエス

トのところが砧のように少し細くして着付けやすくし

てあったり，もっと古い時代ですと「小袖」と言って袖

幅が短く，そのかわり袖丈が長い物もあります。ただ，

それは現在では用途が無いので，今では古い装束も仕

立てを替えて現代の形に直して使っているのが常です。 
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「胴帯
どうおび

」は，略して「どうび」と私たちは言っていま

すが，綿が入っており，「丸ぐけ」と「平打ち」があり

ます。平打ちを使うことは少ないんですけれども平打

ちというのは着流しで着重なる時など，あまり膨らま

せたくない時に平打ちの胴帯を使います。丸ぐけは重

い袴を履く時に，ちょっとでも段差ができて，袴がずれ

ないように丸ぐけを使います。 

 

胴帯を蝶結びにして，この「木バネ」を挟み，袴の後

ろが落ちないようにします。実際，落ちるとすごくやっ

かいなことになります。私も何度かありますが，辛い思

いをしました。袴の裾を拍子のたびに踏むようになる

ので，そうならないように，袴を後ろに蹴り上げながら

ドン，ということをしないといけない。ただ，木バネは

尾骶骨に当たって痛いのです。子どもの頃は，痛いから

動くと，父親には怒られました。 

 基本的に袴のつけ方は普通の，男の袴と一緒です。た

だ，木バネに通すために，後ろの紐を返しているのと，

今履いているのは「大口
おおくち

袴
ばかま

」と言って，精
せい

好
ごう

でできて

います。あるいは錦
にしき

生地
き じ

・緞子
ど ん す

といったいろんな模様

が織られた生地でゴザを包んでできている場合，それ

を「半切」と私達は言い方を変えますが，半切袴，大口

袴，といい，大口袴は精好で織られているものを言いま

す。大口に模様が入っているのを「模様大口」といって

それは半切と区別しています。大口は後ろが固くて，

「月形」といって立体的に寄せることでふくらみがで

き，大口独特の形になるように作ってあります。 

この月形と，前の袴と真っ直ぐ上がってくる袴の線

のつまみ方がそれぞれのお家の仕立の特徴です。昭和

初期から昭和４０年代の終わりの頃までは，こういう

ものの仕立ては意外にも江戸の方が得意だとされてい

ました。今では京都の装束屋さんに頼んで，「こういう

形が良い」というのがだいたいわかってきたのですが，

袴の仕立て一つにしても，昔は，江戸風と関西風とがあ

り，江戸風は袴の前地を後ろまで回して包み込むよう

な仕立方とか，ちょっと違いがありました。考えてみる

と関西風のほうが合理的で，今はもう全て関西風に変

わってしまいました。同時に，今はそういう装束を扱う

店が関東にはほとんどないですし，桐生やあの辺の機
き

械機
かいばた

というのは，風合いの点から私たちは使えないの

で，手機の物，西陣の物となってきます。西陣と一緒に

きているので，皆さんに頑張っていただかないと私た

ちの未来もないということで。（笑） 

 

これは「一重
ひ と え

法被
は っ ぴ

」といいます。こういう上に羽織る

物はお公家さんの衣装，有職
ゆうそく

の衣装が元になっていて，

そこから形というか，ヒントをいただいて，舞台衣装と

しての独特の歩み，形の変化をとおして今に至ってい

ます。ちょっと名のある文人の時は「ぞろ」といって両

方の手を伸ばして着るのですが，戦装束の時は「弓手
ゆ ん で

」

といって弓を扱うことが前提ということで，右袖を抜

いて，筒のように巻いているのは，それが箙
えびら

（矢筒）

のように見えるからということです。それが能のなか

での戦装束の約束事となっています。「龍神」も鎧を着

ている格好なので同じです。 
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「薄物」の「ほら絽」というか，「三本絽」と能の方

では言うのですが，３本越しの絽で作ったもの，あるい

は珍しいのですが「紗
さ

」で作ったもの，平家の公
きん

達
だち

の衣

装がだいたい薄物になります。季節は関係ありません。

緞子，あるいは錦機
にしきばた

で出来たもので，厚物の金箔中心

に模様ができている物を「合せ法被」といい，それは源

氏方の武将，あるいは貴人の役の時に着るということ

になっています。これは「露
つゆ

」という飾り紐がつきませ

ん。 

「長絹
ちょうけん

」という物には露をつけるのですが，法被の

時にはつけないという約束事があって，このイカの耳

みたいな布がついていなくて，分かれているのが長絹

です。差し渡しがついているのが法被という違いがあ

ります。 

「このイカの耳みたいな布がついていないのが長絹」 

 

「腰帯」，歌舞伎ですとこれを松竹さんは「石帯」と

呼びます。腰帯，腰の飾り紐です。結びながら形を整え

ていきます。これが上手い付け手になりますと左右均

等にきれいにつきます。「鬘帯
かづらおび

」，「腰帯」は刺繍ででき

ています。たまに織の物もあります。 

 

そういうと能の装束の中で一番使われていることが

少ないのは，「染」です。友禅は限られた部分でしか私

達はお付き合いが無いのですが，狂言のほうは染が中

心になるので，そちらはお付き合いが多いです。 

なぜ友禅が少ないかというと，友禅の持っている立

体感が，織物に立体的にアピールできないということ

がひとつ。友禅の上手な方の仕事は，能ではまず無いで

す。上手な友禅になると輪郭の絵がはっきりしすぎる

ので，ちょっと，逆に能の世界的には，さめてしまいす

ぎることがあります。むしろ古い「いい装束やな」とい

う装束には友禅が若干あります。漆箱のような友禅の

技術が入っているものも，あるにはあって，腰巻にもあ

るのですが，現代の友禅の作家さんにそれをお見せし

た時に「なんと下手な友禅やな」と言われたことがあり

ます。それぐらい大雑把なところでしかお付き合いが

ないというのが正直なところです。 

太刀を結びまして…，ここに，ところどころ糸が残っ

ているのわかりますでしょうか。客席からはわからな

いと思いますが，飾りの露という紐をつけて，長絹に流

用できるようになっています。そして脇の布を外すと

長絹になります。 

 

ちなみに日本で，現存していて，使われている装束で

一番古いものは観世宗家が持っています。足利義正公

拝領と言われている，とんぼの一重法被がありまして，

それはいわゆるこの形です。身ごろのところが増やし

てあってこれよりもう少し広幅ですが，それは「紗」で，

「竹屋町刺繍」が施されています。 

 

「能面」が出てきました。これは「十六」という名前

の能面で，敦盛の専用面として江戸以降にできている

面
おもて

です。「女性と見まがえるよう」ということで「小面」

を流用している時代もあったのですが，結局そうもい
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かないだろうということで戦場での若い男を表現する

ためにつくられています。もっと幼い顔の十六とか敦

盛もあります。 

裏に枕がついています。それぞれの顔に合わせて角

度調節をして，体の線と顔の形とを合わせます。能面は

陰によって表情が出てきますが，能面だけでは表情は

出ないんです。役者の動きとか表現が相まって初めて

活きてくるので，いくら良い面でも，空で見せていると

値打ちが半分以下になってしまいます。やはり着けて

使う物だと思います。その点，水を差した時のお茶の道

具なんかと同じように，使われないと勿体ないなと思

います。 

博物館に入ってしまうと，私達何が悲しいかという

と，使えなくなるのが一番悲しいことです。よく能面の

ことをご存じの方は，「照らす，曇らすと表情が変わる

のね」と言われますが，実は，影が変わるだけで表情は

あまり変わりません。なるほど，ちょっとは雰囲気が変

わるんですが。泣いたり笑ったり，役者の生命に近いと

ころの表現で，控えめにやる。それにつれて，表情の変

化は，実はお客さんが想像しておられるのです。 

 

ここで「烏帽子」が出てきました。「梨子打烏帽子」

と言いますが，これを軍隊の時には左，右へ折ります。

左折り，右折りと変えてしまうのはうちの流儀だけら

しいのですが。『烏帽子折』という牛若丸元服の時の演

目があり，「源氏方の武士は左折，平家は右」という言

葉が出てきます。『烏帽子折』，自分が元服をする時に烏

帽子屋さんを訪ねて行って，「左折の何番で頼む」と言

うと，「平家全盛の御世で左折なんて注文したら危ない

よ」と言われるんですが，あえて「左折」という言葉が

あるので，それに合せるように左に折る。今日の烏帽子

は右折りです。 

「鬘
かづら

」，これは馬の尻尾の毛でできており，「馬尾毛

（ばす）」と言って，上に独特な穴があいています。こ

れは上に冠を乗せたり烏帽子をつけたりする時，専用

の鬘で，巻かずにそのまま放し髪にして使うことにな

っています。稀に天女の時なんかにもつけていますが，

昔は普通の鬘をつけた上に「黒垂
くろたれ

」をつけていたらしい

のですが，ただでさえ首の骨がどうかなっていくのに，

と思うような時があるので今は省いて，鬘なら鬘だけ，

黒垂なら黒垂だけというふうに使っていますが，昔は

使い分けがあったそうです。 

 

装束というのは３人１組で付けていって，本人もこ

こで付けていくことを習います。袖から手を入れて，中

から押さえて，のように，これは着物を着慣れるにした

がって同じような事があると思うのですが。それによ

って自分が動きやすいような，足のさばき方とか，袖の

ひっぱられようとかを調整していきます。 

よく歌舞伎の役者さんが「何十キロの重さ」とか言わ

れますが，あれを見ていて「そんな重いのかな？」と思

って見るんですけども。能の装束というのは，フルセッ

トで一番重いものをつけても１０キロになることはあ

りません。ただ，恐らくしんどいのは，目一杯締められ

て，袖が動かない，首が回りにくいという状況で，それ

ぐらいの重さを感じるようになってくると。 

汗をかくときの夏場の苦しさは本当に例えようがな

いです。よくわからない頃に，面紐とか鬘の紐とかを締
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めすぎると，何か緑色の液体が流れてくるのです。その

うち星も光りだして「これはあかんな」ということにな

ります。（笑）もう今はさすがに無いのですが。 

「修羅
し ゅ ら

扇
おうぎ

」という波に夕日の模様，これが能の五流

ほとんどの決まりになっています。「沈みゆく太陽」が

１つのコンセプトになっている。本来修羅は全部これ

でいいはずなんですが，先ほど申し上げた理由から「勝

修羅」というのがあり，「松に朝日」というとってつけ

たような反対の柄があり，それを勝修羅として使って

います。 

ほとんど見えませんが，扇というのは裏表が同じ模

様でも，裏表が決まっていて，「骨がツルッとした方が，

持った時に表に来るように渡せ」とずいぶん先輩に怒

られました。 

 

扇を開いて，左足を「外輪」と言って外向きに，が

に股に出します。右足はまっすぐ出します。扇を時計の

１０時に出し，この時顔は正面を向いたままです。能面

の時は，体で線を覚えておかないと，顔が違うところを

向いてしまいます。扇を上下に動かし，「あっぱれ，あ

っぱれ」という格好をする，これが「ゆうけん」です。 

 

能面をつけて，ハッと動くとなんともコケティッシ

ュです。本人は大真面目にやっておられると思います。

全然違うものが，得てしてそうなってしまう。ものすご

く表情がデフォルメされている。それが能面の「まず顔

を隠す」というのはそういうところです。 

こういう姿をすると，「一重
ひ と え

身
み

」といって，柔道の「左

自然体」，「右自然体」とあるのと同じで，もともとは，

戦場で矢が当たるのを避けながら，次に攻撃に移りや

すい。それが能にも残っていて，「右一重身」，「左一重

身」とかいうことで前にいくほうの手を少し出す，とい

う自然な動きがあります。 

「運
はこ

び」といって，舞台上であまり違和感ない動きで

体を運んでいくことができるように「運び」というもの

があります。よく「摺り足」と言われますが「摺る」こ

とが本義ではないので，私達は「摺り足」とは言いませ

ん。足の運びと申します。体重を移動しながら，体の線

が崩れないように，自分のいるところから足を前にだ

して，膝を伸ばして半歩進む。それをつないで，体の重

心を必ず真ん中に両足の間にもってくるように動く。 

 

「能楽へのいざない」ということでどこまでいざな

えているかわかりませんが，みなさん思っていただい

ているよりも，能楽堂は敷居を低くしていますので，是

非，また足を運んでいただきたいと思います。ただ，中

には確かに難しい曲目もありますので，初めてご覧に

なる時には「鬼の能」や今日の「修羅物」から見ていた

だいたら一番入りやすいかな，シンパシーを感じやす

いようなストーリーが多いかなと思いますので，是非，

遊びに来ていただきたいと思います。 

本日は本当にありがとうございました。 


